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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の基地局から信号を受信する無線通信デバイスにおけるバックグラウンド・スキャ
ニングの方法であって、
　複数の基地局からの生信号データを第１のサンプルバッファにバッファすることと、
　前記基地局のうちで前記無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地
局として現在指定されている第１の基地局からのデータを復号するために受信ベースバン
ド・プロセッサに前記生信号データを転送することと、
　前記受信ベースバンド・プロセッサとは別のバックグラウンド・スキャニング・プロセ
ッサに前記生信号データを転送することと、
　前記複数の基地局から受信される１または複数の追加フレームの追加生信号データを格
納するために第２のサンプルバッファを使用することと、
　前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局とのデータの交換を中断させ
ずに、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサで、ソース選択ロジックを用い
て各々選択される前記第１および第２のサンプルバッファからの前記生信号データおよび
追加生信号データに基づいて前記複数の基地局に対応するチャネル特性を生成することと
、ここにおいて前記第２のサンプルバッファは、前記バックグラウンド・スキャニング・
プロセッサが遅すぎる場合または後続フレームの到着の前に処理するには多すぎる情報が
ある場合に選択される、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
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性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、前記サー
ビング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行うこ
ととを備える方法。
【請求項２】
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサとは別の、
前記無線通信デバイス上のハンドオフ・メカニズムによって行われる、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサを用いて、ハンドオフが望ましいか
どうかを判定するために前記別のハンドオフ・メカニズムによって使用されるハンドオフ
トリガメトリックテーブルを更新することをさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって行
われる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信デバイスであって、
　複数の基地局から受信された生信号データを第１のサンプルバッファにバッファするロ
ジックと、
　前記基地局のうちで前記無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地
局として現在指定されている第１の基地局からのデータを前記生信号データから復号する
受信ベースバンド・プロセッサと、
　前記複数の基地局から受信される１または複数の追加フレームの追加生信号データを格
納するために第２のサンプルバッファを使用するロジックと、
　前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局とのデータの交換を中断させ
ずに、ソース選択ロジックを用いて各々選択される前記第１および第２のサンプルバッフ
ァからの前記生信号データおよび追加生信号データに基づいて前記複数の基地局に対応す
るチャネル特性を生成するバックグラウンド・スキャニング・プロセッサと、ここにおい
て前記第２のサンプルバッファは、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサが
遅すぎる場合または後続フレームの到着の前に処理するには多すぎる情報がある場合に選
択される、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、前記サー
ビング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行うロ
ジックと
　を備える無線通信デバイス。
【請求項６】
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサとは別の前
記無線通信デバイス上のハンドオフ・メカニズムによって行われる、請求項５に記載の無
線通信デバイス。
【請求項７】
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサは、ハンドオフが望ましいかどうか
を判定するために前記別のハンドオフ・メカニズムによって使用されるハンドオフ・トリ
ガ・メトリック・テーブルを更新するように構成される、請求項６に記載の無線通信デバ
イス。
【請求項８】
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって行
われる、請求項７に記載の無線通信デバイス。
【請求項９】
　無線通信の装置であって、
　複数の基地局から受信された生信号データを第１のサンプルバッファにバッファする手
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段と、
　前記基地局のうちで無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地局と
して現在指定されている第１の基地局からのデータを前記生信号データから復号する手段
と、
　前記複数の基地局から受信される１または複数の追加フレームの追加生信号データを格
納するために第２のサンプルバッファを使用し、前記サービング基地局として指定された
前記第１の基地局とのデータの交換を中断させずに、前記複数の基地局に対応するチャネ
ル特性をソース選択ロジックを用いて各々選択される前記第１および第２のサンプルバッ
ファからの前記生信号データおよび追加生信号データに基づいて生成する手段と、ここに
おいて前記第２のサンプルバッファは、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッ
サが遅すぎる場合または後続フレームの到着の前に処理するには多すぎる情報がある場合
に選択される、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、前記サー
ビング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行う手
段と
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記ハンドオフ判定を行う手段は、前記チャネル特性を生成する手段とは別である、請
求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記チャネル特性を生成する手段は、前記ハンドオフが望ましいかどうかを判定するた
めにハンドオフ判定を行う別の手段によって使用されるハンドオフ・トリガ・メトリック
・テーブルを更新するように構成される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　１または複数のプロセッサによって実行可能な命令のセットを備え複数の基地局から信
号を受信する無線通信デバイスにおけるバックグラウンド・スキャニングのためのコンピ
ュータ・プログラムであって、前記命令のセットは、
　複数の基地局から生信号データを受信するための命令と、
　前記生信号データを第１のサンプルバッファに格納する命令と、
　前記複数の基地局から受信される１または複数の追加フレームの追加生信号データを格
納するために第２のサンプルバッファを使用する命令と、
　前記無線通信デバイスと、前記基地局のうちでサービング基地局として指定された第１
の基地局との間のデータの交換を中断させずに、ソース選択ロジックを用いて各々選択さ
れる前記第１および第２のサンプルバッファからの前記生信号データおよび追加生信号デ
ータに基づいて前記複数の基地局に対応するチャネル特性を生成するための命令と、ここ
において前記第２のサンプルバッファは、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセ
ッサが遅すぎる場合または後続フレームの到着の前に処理するには多すぎる情報がある場
合に選択される、
　前記生成されたチャネル特性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記
第１の基地局から、前記サービング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるハ
ンドオフ判定を行うための命令と
　を備える、コンピュータ・プログラム。
【請求項１３】
　前記命令のセットは、
　前記生成されたチャネル特性に基づいて、ハンドオフ・トリガ・メトリック・テーブル
を更新するための命令
　をさらに備える、請求項１２に記載のコンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示のある種の実施形態は、全般的には無線通信に関し、より具体的には、モバイル
通信デバイスによる基地局のバックグラウンド・スキャニングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６の下のＯＦＤＭ無線通信システムおよびＯＦＤＭＡ無線通信シ
ステムは、複数のサブキャリアの周波数の直交性に基づいてシステム内のサービスについ
て登録された無線デバイス（すなわち、移動局）と通信するために基地局のネットワーク
を使用し、マルチパス・フェージングおよび干渉に対する抵抗など、広帯域無線通信に関
する複数の技術的利点を達成するために実施され得る。各基地局（ＢＳ）は、移動局（Ｍ
Ｓ）との間でデータを伝送するラジオ周波数（ＲＦ）信号を送信し、受信する。ＢＳから
のそのようなＲＦ信号は、さまざまな通信管理機能のために、データロード（音声および
他のデータ）に加えてオーバヘッドロードを含む。各ＭＳは、データを処理する前に、各
受信信号のオーバヘッドロード内の情報を処理する。
【０００３】
　ＯＦＤＭＡシステムのＩＥＥＥ　８０２．１６規格の現バージョンの下では、基地局か
らのすべてのダウンリンク・サブフレームは、オーバヘッド・ロードの一部として、プリ
アンブルおよびプリアンブルに続くフレーム制御ヘッダ（ＦＣＨ）を含む。プリアンブル
は、セルおよびセル内のセル・セクタを探索するための情報ならびに移動局を時間と周波
数との両方で受信ダウンリンク信号と同期化するための情報を含む。ダウンリンク・サブ
フレームのＦＣＨ部分は、ダウンリンク伝送フォーマットに関する情報（例えば、ダウン
リンク媒体アクセス・プロトコル（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ）すなわちＤＬ　ＭＡＰ）およびダウンリンク・データ受信に関する制御情
報（例えば、現在のダウンリンク・フレーム内のサブキャリアの割当て）を含む。したが
って、ＭＳなどの受信機は、まず、ＤＬ　ＭＡＰの位置を判定するためにＦＣＨを復号し
、対応する位置のＤＬ　ＭＡＰを復号し、その後、データを抽出する。
【０００４】
　通信品質があるしきい値未満に下がる場合には、ＭＳは、それとのハンドオーバ（ＨＯ
）を実行すべき別のＢＳのスキャニングを開始することができる。しかし、８０２．１６
ｅ規格の下では、ＭＳは、近隣基地局をスキャンするために、データの伝送および受信を
停止しなければならない。したがって、別のＢＳをスキャンするために、ＭＳは、その間
にＭＳが近隣ＢＳをスキャンできる時間間隔を割り当てるようにサービングＢＳに要求す
ることができる。ＭＳは、その中に要求されるスキャン持続時間、インタリブ間隔、およ
びスキャン情報を含めることができるＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＱメッセージを送信すること
によって、近隣ＢＳをスキャンすることができる。
【０００５】
　ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＱを受信したサービングＢＳは、スキャニング開始フレームおよ
び許可される値を含むことができるＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＥＰメッセージを送信することに
よって、ＭＳに時間間隔を許可することができる。さらに、ＢＳは、近隣ＢＳスキャニン
グを開始するためにＭＳをトリガするために、非送信請求ＭＯＢ＿ＳＣＮ－ＲＳＰメッセ
ージを送信することができる。
【０００６】
　近隣ＢＳスキャニングは、ＭＳが適切なＨＯを実現するための必須機能である。ＢＳの
より頻繁なスキャニングがＨＯ性能を改善することは、明白である。しかし、８０２．１
６ｅ規格の下では、ＭＳは、近隣基地局をスキャンするためにデータの伝送および受信を
停止しなければならず、これは、ＢＳが、スキャニング間隔中にＭＳにデータを送信して
はならず、ＢＳが、スキャニング間隔中にＭＳからデータを受信する責任を負わないこと
を意味する。
【発明の概要】
【０００７】
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　ある種の実施形態は、複数の基地局から信号を受信する無線通信デバイスにおけるバッ
クグラウンド・スキャニングの方法を提供する。この方法は、一般に、複数の基地局から
の生信号データをバッファすることと、基地局のうちで無線通信デバイスへのアクティブ
接続を有するサービング基地局として現在指定されている第１の基地局からのデータを復
号するために受信ベースバンド・プロセッサに生信号データを転送することと、受信ベー
スバンド・プロセッサとは別のバックグラウンド・スキャニング・プロセッサに生信号デ
ータを転送することと、サービング基地局として指定された第１の基地局とのデータの交
換に割り込まずに、バックグラウンド・スキャニング・プロセッサを用いて複数の基地局
に対応するチャネル特性を生成することとを含む。
【０００８】
　ある種の実施形態は、無線通信デバイスを提供する。このデバイスは、一般に、複数の
基地局から受信された生信号データをバッファするロジックと、基地局のうちで無線通信
デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地局として現在指定されている第１の
基地局からのデータを生信号データから復号する受信ベースバンド・プロセッサと、サー
ビング基地局として指定された第１の基地局とのデータの交換に割り込まずに、複数の基
地局に対応するチャネル特性を生成するバックグラウンド・スキャニング・プロセッサと
を含む。
【０００９】
　ある種の実施形態は、無線通信の装置を提供する。この装置は、一般に、複数の基地局
から受信された生信号データをバッファするための手段と、基地局のうちで無線通信デバ
イスへのアクティブ接続を有するサービング基地局として現在指定されている第１の基地
局からのデータを生信号データから復号するための手段と、サービング基地局として指定
された第１の基地局とのデータの交換に割り込まずに、複数の基地局に対応するチャネル
特性を生信号データに基づいて生成するための手段とを含む。
【００１０】
　ある種の実施形態は、複数の基地局から信号を受信する無線通信デバイスにおけるバッ
クグラウンド・スキャニングのプログラムを含むコンピュータ読取可能媒体を提供する。
プロセッサによって実行される場合、このプログラムは、一般に、複数の基地局から生信
号データを受信することと、無線通信デバイスと、基地局のうちでサービング基地局とし
て指定された第１の基地局との間のデータの交換に割り込まずに、複数の基地局に対応す
るチャネル特性を生成することとを含む動作を実行する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　本開示の上記した特徴を詳細に理解できる形式のために、上記要約された、より具体的
な説明を、その一部が添付図面に示された実施形態を参照することによって有することが
できる。しかし、添付図面は、本開示のある種の典型的な実施形態しか示していないので
、説明は、他の同等に効果的な実施形態を可能にすることもできるので、本開示の範囲を
限定するものとは考えられないことに留意されたい。
【図１】本開示のある種の実施形態による、無線通信システムを例示する図。
【図２】本開示のある種の実施形態による、無線デバイス内で利用できるさまざまな構成
要素を示す図。
【図３】本開示のある種の実施形態による、直交周波数分割多重および直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ）技術を利用する無線通信システム内で使用できる送信機
および受信機を例示する図。
【図４】本開示の実施形態による、近隣ＢＳスキャニングを実行しながらデータ・スルー
プットを維持できるＭＳの動作例を示す図。
【図４Ａ】本開示の実施形態による、近隣ＢＳスキャニングを実行しながらデータ・スル
ープットを維持するための図４の動作例に対応する手段を示すブロック図。
【図５】本開示の実施形態による、ＢＫＧプロセッサを有するＭＳの例を示す図。
【図６Ａ】本開示の実施形態による、動作例を示すブロック図。
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【図６Ｂ】本開示の実施形態による、動作例を示すブロック図。
【図６Ｃ】本開示の実施形態による、動作例を示すブロック図。
【図６Ｄ】本開示の実施形態による、動作例を示すブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本開示の実施形態は、ＭＳが、サービングＢＳとのデータ交換を停止せずに近隣ＢＳの
バックグラウンド（ＢＫＧ）スキャニングを実行することを可能にする。ＢＫＧスキャニ
ングを実施することにより、ＨＯ性能とデータ・スループット性能との間のトレードオフ
を除去することができる。
【００１３】
　（例示的な無線通信システム）　
　本開示の方法および装置は、ブロードバンド無線通信システムで利用することができる
。本明細書で使用される場合、用語「ブロードバンド無線」は、一般に、所与の領域にわ
たる音声、インターネット、および／またはデータネットワークアクセスなどの無線サー
ビスの任意の組合せを提供することができる技術を指す。
【００１４】
　Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓを表すＷｉＭＡＸは、長距離にわたる高スループットブロードバンド接
続を提供する規格ベースのブロードバンド無線技術である。現在、ＷｉＭＡＸの２つの主
要な応用すなわち、固定ＷｉＭＡＸおよびモバイルＷｉＭＡＸがある。固定ＷｉＭＡＸ応
用は、ポイント・トゥ・マルチポイントであり、例えば家庭および会社へのブロードバン
ドアクセスを可能にする。モバイルＷｉＭＡＸは、ブロードバンド速度でセルラネットワ
ークの完全なモビリティを提供する。
【００１５】
　モバイルＷｉＭＡＸは、ＯＦＤＭ（直交周波数分割多重）およびＯＦＤＭＡ（直交周波
数分割多元接続）技術に基づく。ＯＦＤＭは、最近さまざまな高データ・レート通信シス
テムで幅広い採用を得たデジタル・マルチキャリア変調技法である。ＯＦＤＭを用いると
、伝送ビットストリームは、複数のより低いレートのサブストリームに分割される。各サ
ブストリームは、複数の直交サブキャリアのうちの１つを用いて変調され、複数の並列サ
ブチャネルのうちの１つを介して送信される。ＯＦＤＭＡは、ユーザが異なる時間スロッ
トにサブキャリアを割り当てられる多元接続技法である。ＯＦＤＭＡは、大きく変化する
アプリケーション、データ・レート、およびサービス品質要件を有する多数のユーザに対
処できる柔軟な多元接続技法である。
【００１６】
　無線インターネットおよび無線通信のすばやい成長は、無線通信サービスの分野での高
データ・レートの需要増加をもたらした。ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムは、現在、最も
有望な研究領域の１つとみなされ、無線通信の次世代の主要な技術とみなされている。こ
れは、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡ変調スキームが、従来のシングル・キャリア変調スキームを
超える変調効率、スペクトル効率、柔軟性、および強いマルチパス免疫性などの多くの利
点を提供できるという事実に拠る。
【００１７】
　ＩＥＥＥ　８０２．１６ｘは、固定式およびモバイルのブロードバンド無線アクセス（
ＢＷＡ）システム用のエア・インタフェースを定義するための新生の規格体系である。こ
れらの規格は、少なくとも４つの異なる物理レイヤ（ＰＨＹ）および１つの媒体アクセス
制御（ＭＡＣ）レイヤを定義する。４つの物理レイヤのうちのＯＦＤＭ物理レイヤおよび
ＯＦＤＭＡ物理レイヤは、それぞれ固定ＢＷＡ領域およびモバイルＢＷＡ領域で最も人気
がある。
【００１８】
　図１に、本開示の実施形態を使用できる無線通信システム１００の例を示す。無線通信
システム１００は、ブロードバンド無線通信システムとなりうる。無線通信システム１０
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０は、それぞれが基地局１０４によってサービスされる複数のセル１０２に通信を提供す
ることができる。基地局１０４は、ユーザ端末１０６と通信する固定局とすることができ
る。基地局１０４は、その代わりに、アクセスポイント、Ｎｏｄｅ　Ｂ、またはある他の
用語で称されうる。
【００１９】
　図１は、システム１００全体に散在するさまざまなユーザ端末１０６を示す。ユーザ端
末１０６は、固定式（すなわち、据え置き式）またはモバイルとすることができる。ユー
ザ端末１０６を、その代わりに、遠隔局、アクセス端末、端末、加入者ユニット、移動局
、局、ユーザ機器などと称することができる。ユーザ端末１０６は、セルラ電話、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、ハンドヘルド・デバイス、無線モデム、ラップトップ・コンピュータ
、パーソナル・コンピュータ等のような無線デバイスでありうる。
【００２０】
　さまざまなアルゴリズムおよび方法を、無線通信システム１００内で基地局１０４とユ
ーザ端末１０６との間の伝送に使用することができる。例えば、信号を、ＯＦＤＭ／ＯＦ
ＤＭＡ技法に従って基地局１０４とユーザ端末１０６との間で送信し、受信することがで
きる。そうである場合には、無線通信システム１００を、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステム
と称することができる。
【００２１】
　基地局１０４からユーザ端末１０６への伝送を容易にする通信リンクは、ダウンリンク
１０８と称され、ユーザ端末１０６から基地局１０４への伝送を容易にする通信リンクを
、アップリンク１１０と称することができる。その代わりに、ダウンリンク１０８を、順
方向リンクまたは順方向チャネルと称する場合があり、アップリンク１１０を、逆方向リ
ンクまたは逆方向チャネルと称する場合がある。
【００２２】
　セル１０２は、複数のセクタ１１２に分割されうる。セクタ１１２は、セル１０２内の
物理有効通信範囲領域である。無線通信システム１００内の基地局１０４は、セル１０２
の特定のセクタ１１２内の電力の流れを集中させるアンテナを利用することができる。そ
のようなアンテナは、指向性アンテナと称されうる。
【００２３】
　図２に、無線通信システム１００内で使用できる無線デバイス２０２内で利用できるさ
まざまな構成要素を示す。無線デバイス２０２は、本明細書で説明されるさまざまな方法
を実施するために構成され得るデバイスの例である。無線デバイス２０２は、基地局１０
４またはユーザ端末１０６でありうる。
【００２４】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２の動作を制御するプロセッサ２０４を含み
うる。プロセッサ２０４は、中央制御装置（ＣＰＵ）とも称されうる。読取専用メモリ（
ＲＯＭ）とランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）との両方を含むことができるメモリ２
０６は、プロセッサ２０４に命令およびデータを供給する。メモリ２０６の一部は、不揮
発性ランダム・アクセス・メモリ（ＮＶＲＡＭ）を含むこともできる。プロセッサ２０４
は、通常、メモリ２０６に格納されたプログラム命令に基づいて、ロジック演算および算
術演算を実行する。本明細書で説明される方法を実施するために、メモリ２０６内の命令
を実行可能とすることができる。
【００２５】
　無線デバイス２０２は、無線デバイス２０２と遠隔位置との間でのデータの伝送および
受信を可能にするために送信機２１０および受信機２１２を含むことができるハウジング
２０８をも含むことができる。送信機２１０および受信機２１２を、トランシーバ２１４
に組み合わせることができる。アンテナ２１６を、ハウジング２０８に取り付け、トラン
シーバ２１４に電気的に接続することができる。無線デバイス２０２は、（図示されてい
ない）複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテ
ナを含むこともできる。
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【００２６】
　無線デバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号を検出し、そのレ
ベルを定量化する目的で使用される信号検出器２１８をも含むことができる。信号検出器
２１８は、総エネルギ、パイロットサブキャリアからのパイロット・エネルギまたはプリ
アンブル・シンボルからの信号エネルギ、電力スペクトル密度、および他の信号などの信
号を検出することができる。無線デバイス２０２は、信号を処理する際に使用されるデジ
タル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０をも含むことができる。
【００２７】
　無線デバイス２０２のさまざまな構成要素を、データ・バスに加えて電力バス、制御信
号バス、およびステータス信号バスを含むことができるバス・システム２２２によってと
もに結合することができる。
【００２８】
　図３に、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線通信システム１００内で使用できる送信
機３０２の例を示す。送信機３０２の諸部分を、無線デバイス２０２の送信機２１０内に
実装することができる。送信機３０２を、ダウンリンク１０８でのユーザ端末１０６への
データ３０６の伝送のために基地局１０４内に実装することができる。送信機３０２を、
アップリンク１１０での基地局１０４へのデータ３０６の伝送のためにユーザ端末１０６
内に実装することもできる。
【００２９】
　送信されるデータ３０６は、シリアル・パラレル（Ｓ／Ｐ）コンバータ３０８に入力と
して提供されるものとして図示されている。Ｓ／Ｐコンバータ３０８は、この送信データ
をＮ個の並列データ・ストリーム３１０に分割することができる。
【００３０】
　Ｎ個の並列データ・ストリーム３１０は次に、マッパ３１２に入力として供給されうる
。マッパ３１２は、Ｎ個の並列データ・ストリーム３１０をＮ個のコンステレーション点
にマッピングすることができる。このマッピングは、バイナリ・フェーズ・シフト・キー
イング（ＢＰＳＫ）、直交フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、８フェーズ・シ
フト・キーイング（８ＰＳＫ）、直交振幅変調（ＱＡＭ）等のようなある変調コンステレ
ーションを使用して行うことができる。したがって、マッパ３１２は、Ｎ個の並列シンボ
ル・ストリーム３１６を出力することができ、各シンボル・ストリーム３１６は、逆高速
フーリエ変換（ＩＦＦＴ）３２０のＮ個の直交サブキャリアのうちの１つに対応する。こ
れらＮ個の並列シンボル・ストリーム３１６は、周波数領域で表され、ＩＦＦＴ構成要素
３２０によってＮ個の並列時間領域サンプル・ストリーム３１８に変換され得る。
【００３１】
　用語法に関する短い注を、これから提供する。周波数領域のＮ個の並列変調は、周波数
領域のＮ個の変調シンボルと等しく、これは、周波数領域のＮ個のマッピングおよびＮ点
ＩＦＦＴと等しく、これは、時間領域の１つの（有用な）ＯＦＤＭシンボルと等しく、こ
れは、時間領域のＮ個のサンプルと等しい。時間領域の１つのＯＦＤＭシンボルＮｓは、
Ｎｃｐ（ＯＦＤＭシンボルあたりのガード・サンプルの個数）＋Ｎ（ＯＦＤＭシンボルあ
たりの有用なサンプルの個数）と等しい。
【００３２】
　Ｎ個の並列時間領域サンプル・ストリーム３１８は、パラレル・シリアル（Ｐ／Ｓ）コ
ンバータ３２４によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２に変換されう
る。ガード挿入構成要素３２６は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２内
の連続するＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボルの間にガード・インタバルを挿入することがで
きる。次に、ガード挿入構成要素３２６の出力は、ラジオ周波数（ＲＦ）フロント・エン
ド３２８によって所望の送信周波数帯域にアップコンバートされうる。そして、その結果
得られた信号３３２を、アンテナ３３０が送信することができる。
【００３３】
　図３には、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡを利用する無線デバイス２０２内で使用できる受信機
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３０４の例も示されている。受信機３０４の諸部分は、無線デバイス２０２の受信機２１
２内に実装されうる。受信機３０４は、データ３０６をダウンリンク１０８で基地局１０
４から受信するためにユーザ端末１０６内に実装されうる。受信機３０４は、データ３０
６をアップリンク１１０でユーザ端末１０６から受信するために基地局１０４内に実装さ
れうる。
【００３４】
　送信された信号３３２は、無線チャネル３３４を移動して図示されている。信号３３２
’がアンテナ３３０’によって受信された場合、受信された信号３３２’は、ＲＦフロン
ト・エンド３２８’によってベースバンド信号にダウンコンバートされうる。次に、ガー
ド除去構成要素３２６’が、ガード挿入構成要素３２６によってＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシ
ンボルの間に挿入されたガード・インタバルを除去することができる。
【００３５】
　ガード除去構成要素３２６’の出力は、Ｓ／Ｐコンバータ３２４’に供給されうる。Ｓ
／Ｐコンバータ３２４’は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシンボル・ストリーム３２２’を、そ
れぞれがＮ個の直交サブキャリアのうちの１つに対応するＮ個の並列時間領域シンボル・
ストリーム３１８’に分割することができる。高速フーリエ変換（ＦＦＴ）構成要素３２
０’は、Ｎ個の並列時間領域シンボル・ストリーム３１８’を周波数領域に変換し、Ｎ個
の並列周波数領域シンボル・ストリーム３１６’を出力することができる。
【００３６】
　デマッパ３１２’は、マッパ３１２によって実行されたシンボル・マッピング動作の逆
を実行し、これによってＮ個の並列データ・ストリーム３１０’を出力することができる
。Ｐ／Ｓコンバータ３０８’は、Ｎ個の並列データ・ストリーム３１０’を単一のデータ
・ストリーム３０６’に結合することができる。理想的には、このデータ・ストリーム３
０６’は、送信機３０２に入力として供給されたデータ３０６に対応する。要素３０８’
、３１０’、３１２’、３１６’、３２０’、３１８’、および３２４’のすべてを、ベ
ースバンド・プロセッサ３４０’上またはベースバンド・プロセッサ３４０’内で見い出
すことができることに留意されたい。
【００３７】
　（近隣基地局スキャニング）　
　ＭＳがセル内でまたはセルの間で移動すると、そのＭＳによって受信される信号のうち
の１または複数の特性が変化する場合がある。受信されるデータは、特定のＢＳに向けら
れていないので、ＭＳは、通信すべき理想的なＢＳを判定するハンドオフ機構を利用する
ことができる。
【００３８】
　８０２．１６ｅ規格によれば、従来のＭＳは、近隣ＢＳからの信号を復号し、そのチャ
ネル特性を評価するために、サービングＢＳからのスキャニング期間を要求することがで
きる。従来のＭＳは、通常、スキャニング期間中にデータ送信およびデータ受信を停止し
、これによって全体的なスループットが下がる。その結果、ハンドオフを適切に実現する
ために近隣ＢＳスキャニングを実行することによって高い信号品質を保証することと、デ
ータ・スループット性能を維持することとの間にトレードオフが展開される可能性がある
。言い換えると、近隣ＢＳのより頻繁なスキャニングは、ＨＯ性能および信号品質を改善
するが、スキャニングおよび関連するＨＯ動作の実行は、データ・スループットを大幅に
妨げる可能性がある。
【００３９】
　しかし、本開示の実施形態は、データ・スループットに対するインパクトを抑えながら
バックグラウンド・スキャニングを実行することを可能にする受信機アーキテクチャを提
供する。バックグラウンド・スキャニングは、そのアーキテクチャを利用する図４に示さ
れた動作４００に従って実行されうる。図５に示されているように、このアーキテクチャ
は、受信機ベースバンド処理に加えて、バックグラウンド・スキャニング用の別のベース
バンド・プロセッサを含むことができる。この別のプロセッサにスキャニング動作を「オ
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フロード」することによって、サービング基地局との接続を、近隣基地局をスキャンしな
がら維持することができる。
【００４０】
　図４を参照して、別のベースバンド・プロセッサを有するＭＳによって実行されるバッ
クグラウンド・スキャニングの例の動作４００を説明する。この動作は、近隣ＢＳスキャ
ニングを実行しながらデータ・スループットを維持することを支援することができる。動
作４００は、図５に見られる構成要素を参照して説明される。
【００４１】
　この動作は、４０２で、ＭＳが複数の基地局からＯＦＤＭ（Ａ）送信信号を受信するこ
とから開始される。この送信信号は、データの１または複数のフレームに対応し、したが
って、フレーム制御ヘッダ（ＦＣＨ）および対応するデータ・バーストを含みうる。図示
されているように、このアーキテクチャは、受信信号をベースバンド信号にダウンコンバ
ートするのに従来のＲＦフロント・エンド３２８’を利用することができ、その後、付随
するガード・インタバルを除去することができる。
【００４２】
　４０４では、受信機によって取り込まれたすべての「オーバ・ザ・エア」情報を含みう
る、ＭＳによって受信された生データが、サンプル・バッファに格納される。例えば、こ
のアーキテクチャは、複数の復号器ブロックからアクセスできるイン・フェーザ、クォド
ラチュア・フェーザ（ｉｎ－ｐｈａｓｅｒ，ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ－ｐｈａｓｅｒ、ＩＱ
）または中間周波数（ＩＦ）サンプル・バッファなど、任意の適切なタイプのバッファで
ありうるサンプル・バッファ５１０を含むことができる。
【００４３】
　４０６では、格納されたデータが、従来の受信（Ｒｘ）ベースバンド・プロセッサ５４
０ならびにバックグラウンド（ＢＫＧ）プロセッサ５２０に転送されうる。サンプル・バ
ッファ５１０および別のベースバンド・プロセッサ５２０を利用することによって、サー
ビング基地局との接続を維持することができ、バックグラウンド・スキャニング動作を並
列で実行しながらのデータの交換が可能になる。
【００４４】
　４０８では、ＭＳは、受信信号を処理するのにＲＸプロセッサ５４０を使用して、サー
ビングＢＳとのデータの交換を継続する。格納されたデータを復号した後に、４１０で、
ＲＸプロセッサ５４０は、サービングＢＳから受信したデータ・パケットを下流の追加の
ロジックまたはアプリケーションに転送することができる。ＢＳとＭＳとの間のデータの
交換は、ＲＸプロセッサ５４０が１または複数の従来の処理機能（例えば、高速フーリエ
変換（ＦＦＴ）、復調、および復号）を実行することを必要とする場合がある。従来の処
理機能が、通常は、Ｒｘ性能を改善する目的で、近隣（非サービング）ＢＳからの情報の
大多数をフィルタ・アウトすることに留意されたい。
【００４５】
　データがＲＸプロセッサ５４０と交換されている場合、４１２で、ＢＫＧプロセッサ５
２０は、サービング基地局のチャネル情報を生成および／または抽出するために、バッフ
ァされた生データを処理することができ、１つまたは複数のＢＳが、抽出され得る。ＢＫ
Ｇプロセッサ５２０は、バッファされたデータを処理し、基地局の間のハンドオフを実行
する際に有用な情報を生成するために、任意の適切な動作を実行することができる。
【００４６】
　例えば、ＢＫＧプロセッサ５２０は、受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）、サブキ
ャリア対干渉雑音比（ＣＩＮＲ）、およびＲｘプロセッサ５４０がサービングＢＳから受
信されたデータを復号している間にＲＦサブキャリアの各セグメントの特徴を表すのに有
用であることがわかる任意の適切なタイプの測定値を測定することができる。
【００４７】
　その後、ＢＫＧプロセッサ５２０は、追加処理のために、監視されるさまざまなＢＳの
チャネル特性を追加のロジック（例えば、ＨＯメカニズム）に送ることができる。いくつ
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かの実施形態について、ＨＯメカニズムは、それとデータを交換すべきサービングＢＳと
して使用すべき好ましいＢＳを判定するのに、ＢＫＧプロセッサ５２０から転送されたチ
ャネル情報を使用することができる。
【００４８】
　サンプル・バッファ５１０は、ＭＳによって受信されたすべての情報を含むので、ＢＫ
Ｇプロセッサ５２０は、バッファされた生データを調べ、必要と思われるすべての情報を
抽出することができる。実際に、ＢＫＧプロセッサ５２０は、Ｒｘプロセッサ５４０によ
って実行される、サービングＢＳから受信されたデータの復号を除くすべての必要な処理
を実行することができる。
【００４９】
　例えば、いくつかの実施形態で、ＢＫＧプロセッサ５２０は、ＨＯメカニズムとして動
作するのに必要なロジックを含むことができる。言い換えると、ＢＫＧプロセッサ５２０
は、サービングＢＳおよび近隣ＢＳからのチャネル情報を評価し、ＨＯが望ましいかどう
かを判定し、そうである場合にはＨＯを実行することもできる。他の実施形態では、ＢＫ
Ｇプロセッサ５２０は、チャネル特性情報を反映するためにＨＯトリガ・メトリック・テ
ーブルを更新することができる。ＨＯトリガ・メトリック・テーブルは、ＨＯが望ましい
かどうかを判定し、そうである場合にＨＯを実行するために、別のＨＯメカニズムによっ
て使用され得る。ＨＯメカニズムは、さまざまな信号の特性（例えば、ＣＩＮＲ、ＲＳＳ
Ｉ、およびビット誤り率）を評価し、ＭＳがＨＯを実行すべき時を判定することができる
。
【００５０】
　ＢＫＧプロセッサ５２０が遅すぎる場合、または後続フレームの到着の前に処理するに
は多すぎる情報がある場合には、１または複数の追加フレームの受信データのコピーを保
持するために、追加のサンプル・バッファ５１０’を使用することができる。そのような
実施形態では、ソース選択ロジックを、ＢＫＧプロセッサ５２０と共に使用することもで
きる。
【００５１】
　図６Ａ乃至図６Ｃに、ＢＫＧベースバンド・プロセッサ５２０を使用してバックグラウ
ンド・スキャニングするときに図５に示されたアーキテクチャによって実行できる並列処
理フローを示す。これらの図では、最初のサービング基地局（ＢＳＡ）および２つの近隣
基地局（ＢＳＢおよびＢＳＣ）を仮定し、ＢＳＡが当初はこの３つのうちで最良の信号品
質を有すると仮定する。
【００５２】
　図６Ａに示されているように、３つすべてのＢＳからの信号は、ＭＳによって受信され
る。サンプル・バッファ５１０は、ＭＳによって受信されたすべての「生データ」情報６
０４を格納するのに使用することができ、その後、この「生データ」情報６０４を、ＲＸ
プロセッサ５４０およびＢＫＧプロセッサ５２０に並列に転送することができる。ＢＳＡ

はサービング局なので、ＲＸ　ＢＢプロセッサ５４０は、他の基地局からのデータをフィ
ルタ・アウトし、ＢＳＡから受信されたデータを復号する。その一方で、ＢＫＧプロセッ
サ５２０は、ハンドオフに作用するのに使用できる対応するチャネル条件情報を生成する
ために、３つすべての基地局からのデータを処理することによってバックグラウンド・ス
キャニングを実行する。
【００５３】
　図６Ｂに示されているように、ＢＫＧプロセッサが、ＢＳＡのチャネル条件がＢＳＢお
よびＢＳＣのチャネル条件より良好であることを示す限り、ＢＳＡは、サービング局であ
り続ける。したがって、図示されているように、Ｒｘプロセッサ５４０は、ＢＳＡからの
データの処理を継続し、ＢＳＡからのデータ・パケット６０６を下流の追加のロジックま
たはアプリケーションに転送する。現在の例では、初期サービングＢＳは、ＢＳＡである
。ＢＳＡは、ＭＳのデフォルト設定に基づいて、ＢＳ／ＭＳ登録処理中の信号分析によっ
て、または任意の他の適切な技法によって、初期サービングＢＳとして選択され得る。
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【００５４】
　チャネル条件が、例えば移動局による移動に起因して変化するときに、ＢＫＧプロセッ
サ５２０は、更新されたチャネル条件をバックグラウンドで判定するために複数の基地局
から受信された生データ６０４を処理し続ける。ある点で、ＢＫＧプロセッサ５２０は、
サービングＢＳおよび近隣ＢＳからのチャネル情報を評価し、近隣局のチャネル条件が現
在のサービング局のチャネル条件よりも良好であると判定することができる。いくつかの
実施形態について、ＢＫＧプロセッサ５２０は、ＨＯが望ましいかどうかを判定するため
に別のＨＯメカニズムによって使用されるＨＯトリガ・メトリック・テーブルを更新する
ことができる。
【００５５】
　図６Ｃに示されているように、ＢＫＧプロセッサ５２０は、近隣局ＢＳＢのチャネル条
件が現在のサービング局ＢＳＢよりも良好であると判定することができ、それに従ってＨ
Ｏメカニズムに知らせるためにチャネル情報を更新することができる。しかし、ＨＯメカ
ニズムがハンドオフに作用し、ＲＸプロセッサ５４０に通信するまでは、ＲＸプロセッサ
５４０は、ＢＳＡからのデータを処理し続けることができる。
【００５６】
　しかし、図６Ｄに示されているように、ＨＯメカニズムが、ＢＳＢのより良好なチャネ
ル条件を示す更新されたチャネル情報を処理した後に、ＨＯメカニズムは、ハンドオフに
作用するためにＲＸプロセッサ５４０に（例えば、メッセージ／信号６０８を介して）シ
グナリングすることができる。したがって、ＨＯが、サービング局としてＢＳＢに切り替
えるために実行された後に、Ｒｘプロセッサ５４０は、近隣局ＢＳＡおよびＢＳＣからの
データをフィルタ・アウトし始める。ＲＸプロセッサ５４０は、新たなサービング局ＢＳ

Ｂからのデータを処理し、ＢＳＢからのデータ・パケット６０６を下流の追加のロジック
またはアプリケーションに転送する。本明細書で説明したハンドオフ手順は、例えば、ユ
ーザ端末１０６が異なる基地局１０４によってサービスされるセル１０２の境界をまたい
で移動するときに行うことができる。
【００５７】
　上述した方法のさまざまな動作を、図に示されたmeans-plus-functionブロックに対応
するさまざまなハードウェアおよび／またはソフトウェアの構成要素（１または複数）お
よび／またはモジュール（１または複数）によって実行することができる。一般に、対応
するmeans-plus-functionの図を有する図面に示された方法がある場合には、動作ブロッ
クは、類似する符号を有するmeans-plus-functionブロックに対応する。例えば、図４に
示されたブロック４０２～４１４は、図４Ａに示されたmeans-plus-functionブロック４
０２Ａ～４１４Ａに対応する。
【００５８】
　本明細書で使用される場合、用語「判定すること（ｄｅｔｅｒｍｉｎｉｎｇ）」は、さ
まざまなアクションを含む。例えば、「判定すること」は、計算、コンピューティング、
処理、導出、調査、ルックアップ（例えば、テーブル、データベース、または他のデータ
構造内のルックアップ）、確認、等を含むことができる。また、「判定すること」は、受
信（例えば、情報の受信）、アクセス（例えば、メモリ内のデータへのアクセス）等を含
むことができる。また、「判定すること」は、解決、選択、選定、確立等を含むことがで
きる。
【００５９】
　情報および信号を、さまざまな異なる技術および技法のいずれかを使用して表すことが
できる。例えば、上記説明全体を通じて称されうるデータ、命令、コマンド、情報、信号
等を、電圧、電流、電磁波、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはその任意
の組合せによって表すことができる。
【００６０】
　本開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路を、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
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ＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくは他のプ
ログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリート・ゲートもしくはトランジスタロ
ジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または本明細書で説明される機能を実
行するように設計されたその任意の組合せを用いて実施しまたは実行することができる。
汎用プロセッサは、マイクロプロセッサとすることができるが、代替案では、プロセッサ
を、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または順序回路と
することができる。プロセッサを、コンピューティングデバイスの組合せ、例えば、ＤＳ
Ｐおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連す
る１または複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成として実現す
ることもできる。
【００６１】
　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップを、ハードウェアで直
接に、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールで、またはこの２つの組
合せで実施することができる。ソフトウェア・モジュールは、当該技術分野で周知のすべ
ての形式の記憶媒体に常駐することができる。使用できる記憶媒体のいくつかの例は、ラ
ンダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、フラッシュメモリ、
ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブル・デ
ィスク、ＣＤ－ＲＯＭなどを含む。ソフトウェア・モジュールは、単一の命令または多数
の命令を備えることができ、複数の異なるコード・セグメント上で、異なるプログラムの
間で、および複数の記憶媒体にまたがって分散させることができる。記憶媒体を、プロセ
ッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込めるように、プロセッサに
結合することができる。代替案では、記憶媒体をプロセッサと一体化することができる。
【００６２】
　本明細書で開示される方法は、説明される方法を達成するための１または複数のステッ
プまたはアクションを備える。方法ステップおよび／またはアクションを、特許請求の範
囲の範囲から逸脱せずに相互置換することができる。言い換えると、ステップまたはアク
ションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの順
序および／または使用を、特許請求の範囲の範囲から逸脱せずに変更することができる。
【００６３】
　説明された機能を、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはその任意の
組合せで実施することができる。ソフトウェアで実施される場合に、機能を、コンピュー
タ読取可能媒体または記憶媒体に命令または命令の１または複数のセットとして格納する
ことができる。記憶媒体は、コンピュータまたは１または複数の処理デバイスによってア
クセスできる任意の使用可能な媒体とすることができる。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは
他の光ディスク・ストレージ、磁気ディスク・ストレージまたは他の磁気ストレージ・デ
バイス、あるいは、命令またはデータ構造の形で所望のプログラム・コードを担持するか
格納するのに使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えるこ
とができる。ディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、本明細書で使用されるときに、コ
ンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ・ディスク、光ディスク、デジタル多用途ディスク
（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディ
スクを含み、ｄｉｓｋは、通常は磁気的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、レーザを用いて
光学的にデータを再生する。
【００６４】
　ソフトウェアまたは命令を、伝送媒体を介して伝送することもできる。例えば、ソフト
ウェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから同軸ケーブル、光ファイバ・
ケーブル、ツイスト・ペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などの無線技術を使用して伝送される場合に、同軸ケーブル、光ファイバ・
ケーブル、ツイスト・ペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの無線
技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
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【００６５】
　さらに、本明細書で説明される方法および技法を実行するためのモジュールおよび／ま
たは他の適切な手段を、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロードし
、かつ／または他の形式で入手することができることを了解されたい。例えば、そのよう
なデバイスを、本明細書で説明する方法を実行するための手段の転送を容易にするために
サーバに結合することができる。代替案では、本明細書で説明されるさまざまな方法を、
記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクト・ディスク（ＣＤ）またはフロッピー・
ディスクなどの物理記憶媒体など）を介して提供することができ、ユーザ端末および／ま
たは基地局が、記憶手段をデバイスに結合するか提供するときにさまざまな方法を入手す
ることができる。さらに、本明細書で説明される方法および技法をデバイスに提供する任
意の他の適切な技法を利用することができる。
【００６６】
　特許請求の範囲が、上述した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解され
たい。さまざまな修正、変更、および変形を、特許請求の範囲の範囲から逸脱せずに、上
述した方法および装置の構成、動作、および詳細において行うことができる。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数の基地局から信号を受信する無線通信デバイスにおけるバックグラウンド・スキャ
ニングの方法であって、
　複数の基地局からの生信号データをバッファすることと、
　前記基地局のうちで前記無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地
局として現在指定されている第１の基地局からのデータを復号するために受信ベースバン
ド・プロセッサに前記生信号データを転送することと、
　前記受信ベースバンド・プロセッサとは別のバックグラウンド・スキャニング・プロセ
ッサに前記生信号データを転送することと、
　前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局とのデータの交換に割り込ま
ずに、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサを用いて前記複数の基地局に対
応するチャネル特性を生成することと
　を備える方法。
［Ｃ２］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、サービン
グ基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行うこと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサとは別の、
前記無線通信デバイス上のハンドオフ・メカニズムによって行われる、Ｃ２に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサを用いて、ハンドオフが望ましいか
どうかを判定するために前記別のハンドオフ・メカニズムによって使用されるハンドオフ
・トリガ・メトリック・テーブルを更新すること
　をさらに備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって行
われる、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサを用いて前記複数の基地局に対応す
るチャネル特性を生成することは、
　複数の期間にわたって受信された生データの履歴に基づいてチャネル特性を生成するこ
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と
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記複数の基地局からの生信号データをバッファすることは、前記生信号データを第１
のバッファに格納することを備え、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサに生信号データを転送することは、
前記ベースバンド・プロセッサによってアクセス可能な第２のバッファに前記生信号デー
タを格納することを備える
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　無線通信デバイスであって、
　複数の基地局から受信された生信号データをバッファするロジックと、
　前記基地局のうちで前記無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地
局として現在指定されている第１の基地局からのデータを前記生信号データから復号する
受信ベースバンド・プロセッサと、
　前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局とのデータの交換に割り込ま
ずに、前記複数の基地局に対応するチャネル特性を生成するバックグラウンド・スキャニ
ング・プロセッサと
　を備える無線通信デバイス。
［Ｃ９］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、前記サー
ビング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行うロ
ジック
　をさらに備える、Ｃ８に記載の無線通信デバイス。
［Ｃ１０］
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサとは別の前
記無線通信デバイス上のハンドオフ・メカニズムによって行われる、Ｃ９に記載の無線通
信デバイス。
［Ｃ１１］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサは、ハンドオフが望ましいかどうか
を判定するために前記別のハンドオフ・メカニズムによって使用されるハンドオフ・トリ
ガ・メトリック・テーブルを更新するように構成される、Ｃ１０に記載の無線通信デバイ
ス。
［Ｃ１２］
　前記ハンドオフ判定は、前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって行
われる、Ｃ９に記載の無線通信デバイス。
［Ｃ１３］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサは、複数の期間にわたって受信され
た生データの履歴に基づいてチャネル特性を生成する、Ｃ８に記載の無線通信デバイス。
［Ｃ１４］
　前記複数の基地局から受信された生信号データをバッファするロジックは、
　前記受信ベースバンド・プロセッサによってアクセス可能な第１のバッファと、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによってアクセス可能な第２のバッ
ファと
　を備える、Ｃ８に記載の無線通信デバイス。
［Ｃ１５］
　無線通信の装置であって、
　複数の基地局から受信された生信号データをバッファする手段と、
　前記基地局のうちで無線通信デバイスへのアクティブ接続を有するサービング基地局と
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して現在指定されている第１の基地局からのデータを前記生信号データから復号する手段
と、
　前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局とのデータの交換に割り込ま
ずに、前記複数の基地局に対応するチャネル特性を前記生信号データに基づいて生成する
手段と
　を備える装置。
［Ｃ１６］
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによって生成された前記チャネル特
性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記第１の基地局から、サービン
グ基地局として指定される第２の基地局に切り替えるためのハンドオフ判定を行う手段
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ハンドオフ判定を行う手段は、前記チャネル特性を生成する手段とは別である、Ｃ
１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記チャネル特性を生成する手段は、前記ハンドオフが望ましいかどうかを判定するた
めにハンドオフ判定を行う別の手段によって使用されるハンドオフ・トリガ・メトリック
・テーブルを更新するように構成される、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記チャネル特性を生成する手段は、複数の期間にわたって受信された生データの履歴
に基づいてチャネル特性を生成するように構成される、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記複数の基地局から受信された生信号データをバッファする手段は、
　前記受信ベースバンド・プロセッサによってアクセス可能な、生信号データをバッファ
する第１の手段と、
　前記バックグラウンド・スキャニング・プロセッサによってアクセス可能な、生信号デ
ータをバッファするための第２の手段と
　を備える、Ｃ１５に記載の装置。
［Ｃ２１］
　命令のセットが格納されたコンピュータ読取可能媒体を備える、複数の基地局から信号
を受信する無線通信デバイスにおけるバックグラウンド・スキャニングのためのコンピュ
ータ・プログラム製品であって、前記命令のセットは、１または複数のプロセッサによっ
て実行可能であり、前記命令のセットは、
　複数の基地局から生信号データを受信するための命令と、
　前記無線通信デバイスと前記基地局のうちでサービング基地局として指定された第１の
基地局との間のデータの交換に割り込まずに、前記複数の基地局に対応するチャネル特性
を生成するための命令と
　を備える、コンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ２２］
　前記命令のセットは、
　前記生成されたチャネル特性に基づいて、前記サービング基地局として指定された前記
第１の基地局から、サービング基地局として指定される第２の基地局に切り替えるハンド
オフ判定を行うための命令
　をさらに備える、Ｃ２１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ２３］
　前記命令のセットは、
　前記生成されたチャネル特性に基づいて、ハンドオフ・トリガ・メトリック・テーブル
を更新するための命令
　をさらに備える、Ｃ２１に記載のコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ２４］
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　前記チャネル特性を生成する命令は、
　複数の期間にわたって受信された生データの履歴に基づいてチャネル特性を生成するた
めの命令
　を備える、Ｃ２１に記載のコンピュータ・プログラム製品。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図４Ａ】 【図５】
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【図６Ａ】 【図６Ｂ】

【図６Ｃ】 【図６Ｄ】
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